
■出会いに感謝し「新しい自分創り」へ

校長 風間 弘子

お子さまのご入学、ご進級、まことにおめでとうございます。令和５年度は５２名の１年

生を迎え、全校児童４２５名で本校の教育活動がスタ－トしました。新型コロナウイルス感

染症の影響も少しずつ落ち着いてきたので、感染症対策を継続しながらもできる活動を増や

していく予定です。そのような中においても、子どもたちの安心・安全を最優先に考えたう

えで、充実した学校生活が過ごせるよう、教職員一同力を合わせて教育活動を進めてまいり

ます。ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

始業式では、私が４月に大切にしたい言葉「出会い」

について話をしました。次のような内容です。

「出会えた友達、先生方、地域の人とのかかわりを通

して、紫竹山小学校の教育目標「新しい自分を創る」に

向かってみんなで取り組んでいきましょう。そのために

は挑戦することが大切です。挑戦すればたくさんの失敗

を経験します。そこからどうすればよいのかを考えて成

功へと結び付けていくのです。小さなことでいいのです。

昨日言えなかった返事ができた、自分からごめんなさい

が言えた、隣の友達に自分の考えを少し伝えることがで

きた等々、失敗は成功のもとを合言葉に取り組んでいきましょう。」子どもたちは話してい

る私の方を見て、時にはうなずいたり、「はい」と反応したりしながら、しっかりと話を聴

いていました。３年ぶりに体育館に集合したとは思えないすばらしい態度でした。

紫竹山小学校の子どもたちは、教育目標「新しい自分を創る」ために、こんな自分になり

たいと「めあて（課題）」をもち、「方法を考え課題解決」に向かい、友達と「協働的」に取

り組みます。そして、その取組を振り返り、自分の成長を自覚することで新しい自分を創っ

ていきます。その中で、また新しいめあて（課題）を見付け、学習を継続していくわけです。

自分の思いや考えを、「話す」「書く」「情報機器を使用する」等、その時々に、自分にでき

る方法・ふさわしい方法で表現していきます。友達の表現を聴いたり見たりすることで、さ

らに自分の思いを強くしたり、違いに気が付いたりして、学びが深まります。

今年度の１年間、当校の全教職員は子どもたちの確かな成長のために、全身全霊で教育活

動に臨みます。教育活動についてのご質問・ご意見は、ご遠慮なくお申し出ください。

※ 紫竹山小学校のホームページもご覧ください

ブログを定期的に更新し、学校や各学年の取組を紹介しています。

出席停止用紙等もダウンロードすることができます。
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お世話になりました 
  

 文字通り「明る
く、素直」な紫竹
山小学校の子ど
もたちが大好き
でした。そして、
いつも温かく協
力的な保護者・地
域の皆様に支え
られての３年間
でした。「新しい
自分を創る」の教
育目標の下皆様
と過ごすことが
でき、幸せでし
た。大変お世話に
なりました。 

  紫竹山小学校
の学校目標「新
し い 自 分 を 創
る」をめあてに、
成長していく子
ども達と過ごし
た６年間は一生
の宝物です。子
ども達から、た
くさんのエネル
ギーをもらいま
した。明るく元
気な子ども達が
大好きです。あ
りがとうござい
ました。 

 短い間でした
が、保護者の皆様
から支えていた
だき、かわいい子
ども達とたくさ
んの思い出がで
きました。２年生
の町探検の学習
では、地域の方か
ら興味深いお話
を伺い、お世話に
なりました。 
本当にありが

とうございまし
た。 

    

田中 正栄 
（巻北小学校へ） 

吉田 薫 
（紫竹山小学校 

再任用） 

近藤 知佐子 
（退職） 

 「大丈夫？」
「手伝うよ！」友
達に優しく声を
掛け、力を合わせ
て取り組む子ど
もたちが大好き
でした。紫竹山で
過ごしたこの３
年間は、とても素
敵な思い出です。
これからも新し
い自分に出会う
ために、学習に運
動に頑張ってく
ださい。お世話に
なりました。 

 3 年間お世話
になりました。
友達と英語でや
り取りしたり、
自分のことをタ
ブレットを使っ
て 表 現 し た り
と、常に前向き
に取り組む紫竹
山の皆さんと授
業をすることが
で き 幸 せ で し
た。これからも
応 援 し て い ま
す。 

 明るく笑顔で
学校生活を楽し
んでいる子ども
たちと会える金
曜日が楽しみで
した。書写をした
り給食を一緒に
食べたり、おしゃ
べりしたりいつ
もパワーをもら
っていました。と
ても楽しい１年
間でした。 
ありがとうご

ざいました。 
 

   

吉井 辰成 
（横越小学校へ） 

神田 多恵子 
（小針小学校へ） 

高橋 みゆき 
（退職） 

 2 月からの 2 か
月間の短い間で
したが、大変お世
話になりました。
素直で明るい子
ども達との学習
は、とても楽しか
ったです。新しい
自分創りに頑張
る紫竹山の子ど
も達が大好きで
す。 

 給食を楽しみ
にしてくれる元
気いっぱいの子
どもたちに囲ま
れて、充実した 2
年間を過ごすこ
と が で き ま し
た。栄養士とし
て締め括りに紫
竹山小で過ごす
ことができ、感
謝しています。 

 学校用務員と
して、紫竹山小の
明るく元気な子
ども達に囲まれ
て楽しく仕事を
させてもらいま
した。大変ありが
とうございまし
た。 

   

細野 和代 
（坂井東 

小学校へ） 

高山 典子 
（退職） 

小林 功 
（上山中学校へ） 

 Thank you all 
for being GREAT 
student!! 
I’m sorry I 

can’t be with you 
all next year 
too. 
Take care!  

Luke 
Forsterling 

（内野中学校へ） 

令和４年度 転退職職員あいさつ  



 
よろしくお願いします 

令和５年度 転入職員あいさつ 

 
  

「新しい自分を創る」
という教育目標に向け
て、子どもたち・教職員・
保護者の皆様・地域の皆
様と共に、歩みを進めて
参ります。明るくて素直
な子どもたちと出会え
て幸せです。子どもたち
が笑顔で過ごせるよう
に支援していきます。よ
ろしくお願いいたしま
す。 

  
明るく元気な子ども

たちと一緒に活動でき
ることに大きな喜びを
感じています。 
「新しい自分を創る」

を目標に頑張っている
子どもたちとともに精
一杯頑張っていきたい
と思います。よろしくお
願いいたします。 

  
  

  
 

風間 弘子 
（真砂小学校より） 

吉田 薫 
（紫竹山小学校再任用） 

  
子どもたちの明るく、

きらきらした瞳が大好
きです。前向きにがんば
ろうとする気持ちを大
切にして、挑戦を支えて
いきたいと思います。子
どもたちとの語り合い
や学び合いの時間を大
切にして、充実した毎日
をつくりたいと思いま
す。よろしくお願いいた
します。 

  
日和山小学校から参

りました。安心、安全、
おいしい給食を提供で
きるよう調理員さんと
力を合わせていきたい
と思います。よろしくお
願いいたします。 

 
 

 
 

津野 航 
（木崎小学校より） 

庭野 裕子 
（日和山小学校より） 

  
 昨年アメリカのカン
ザス州から新潟に来ま
した。私は紫色が好きな
ので紫の漢字がつく紫
竹山小で働くことがで
きてうれしいです。ALT
として子どもたちと一
緒に楽しく英語の学習
ができるようにがんば
ります。Let‘s enjoy 
learning English! 

 
 

Hunter GRIN 
（新採用） 

 

 



 
 

４月号                   紫竹山だより                令和５年４月２０日 

   

１年 ２年 ３年 

１組：伊藤京子 ２組：田邊美咲 
１組：貝津みゆき ３組：片山幸恵 

２組：河村洋助 
１組：坂井美穂 ２組：千野光仁 

   

４年 ５年 ６年 

１組：湯川道子 ２組：津野 航 
１組：勝部 新 ３組：伴 幸洋 

２組：大川由香里 

１組：増村惠美子 ３組：國井恒太朗 

２組：山田 潤 

  

さくら 

１組：岩﨑太樹 支援員：伊藤幸子 

２組：吉田 薫 

 

調理員・栄養教諭 

後列 

石塚 知恵  齋藤美由紀  大倉 友美 

前列 

中村亜由美  庭野 裕子  若杉 直子 
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